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電波科学計算機実験装置(KDK)全 国共同利用専門委員会

委員長 大村 善 治(京 都 大学 生存圏研 究所)

1.共 同利用 施設 お よび活 動の概 要

電波科学計算実験装置(KDK)は 宇宙プ ラズマ、超高層 ・中層大気 中の波動現象お よび宇

宙電磁環境 な どの計算機実験 による研 究 を推進 させ るために導入 され た専用計算機 システ

ムである。電波科学計算実験装置 は京都大学学術情報 メデ ィアセ ンター に設置 されてお り、

Cray製XE6の160ノ ー ド(1ノ ー ドあた り32コ ア、64GB共 有 メモ リ)、GreenBlade8000

の32ノ ー ド(1ノ ー ドあた り16コ ア、64GB共 有 メモ リ)、2548Xの5ノ ー ド(1ノ ー ド

あた り32コ ア、1.5TB共 有 メモ リ)お よび約424TBの 補助記憶装置を使用 してい る。 ま

た、生存圏研 究所 内に190TBの 容量 を持つRAID型 補助記憶装置 と解析用 ワー クステー シ ョ

ンを有 してい る。

柔軟 な計算機 システ ム運用 によって、大規模 計算 を長 時間実行す る環境 を提供 し、宇宙

圏 を中心 とした生存 圏科学 において、従来の小規模 な計算機 実験 では知 り得 なかった新 し

い知見 を得 ることに貢献 している。

図1:電 波科学計算実験装置(京 都 大学学術情報 メデ ィアセ ンター に設 置)

2.共 同利用 研究 の成果

2-1研 究課題

電波科学計算実験装置 全 国共同利用 では以下の課題 を募集 してお り、今年度の利用代表者

数 は44名 である。

・宇宙 プラズマ電磁環境解析(波 動粒子相互作用、プ ラズマ波動解析等)

・宇宙機一プラズマ相互作用解析(衛 星帯電、非化学推進等)

・中性大気波動力学解析
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・ 電 波 応 用
、 電 波 科 学 一 般

・ そ の 他 の 生 存 圏(森 林 圏
、 人 間 生 活 圏 な ど)関 連 の 計 算 機 実 験

・ 大 規 模 計 算 機 実 験 に 有 効 な 数 値 解 析 手 法 開 発

2-2公 表 論 文
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wavesintheinnermagnetosphere,J.Geophys.Res.,ll7,AO8227,doi:10.1029/2012JAOl7943,

2012.

2.OmuraY,D.Nunn,andD.Summers,Generationprocessesofwhistler-modechomsemissions:

Currentstatusofnonlinearwavegrowththeory,AGUMonograph"DynamicsoftheEarth's

RadiationBeltsandInnerMagnetosphere",10.1029/2012GMOOl347,2012.

3.Ebihara,Y,andTanaka,T.,Fundamentalpropertiesofsubstorm-timeenergeticelectronsinthe

innermagnetosphere,JoumalofGeophysicalResearch,inpress,2013.
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642-651,2012.
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-82一



生 存 圏 研 究 第9号p.832013年

Supercond,inpress,2013.

12.Miyake,Y,H.Usui,H.K(オima,andH.Nakashima,PlasmaParticleSimulationsonStray

PhotoelectronCurrentFlowsAroundaSpacecraf㌃,J.Geophys.Res.,vol.ll7,AO9210,2012.
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14.YNariyuki,T.Hada,andK.Tsubouchi,NonlineardissipationofcircularlypolarizedAlfVen

wavesduetothebeam-inducedwaves:2-Dhybridsimulations,Phys.Plasmasl9,082317,
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16.Shq°i,M.,andYOmura,TriggeringProcessofElectromagneticIonCyclotronRisingTone
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17.Sakaguchi,K.,YKasahara,M.Sh(オi,YOmura,YMiyoshi,T.Nagatsuma,A.Kumamoto,and
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18.Kurita,S.,YKatoh,YOmura,VAngelopoulos,C.M.Cully,0.LeContel,andH.Misawa,
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Res.,ll7,Al1223,doi:10.1029/2012JAO18076,2012.
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2012.
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bySuperDARNKingSalmonHFradar,J.Geophys.Res.,inpress,2013.

24.F円'ita,S.,andT.Tanaka,PossiblegenerationmechanismsofthePi2pulsationsestimatedffom

aglobalMHDsimulation,EarthPlanetsSpace,inpress,2013.
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2-3学 位 論文(平 成24年 度 取 得)

・趙 慶 華(京 都 大 学 工学 研 究 科 電気 工学 専 攻 ・修 士論 文)

「TestparticlesimulationofrelativisticelectronmicroburstsinducedbyEMICwavesinthe

Earth,sradiationbelts」

・松 田和 也(東 北 大 学 大学 院 理 学研 究 科 地 球物 理 学 専 攻 ・博 士論 文)

「AsimulationstudyofobservationalcharacteristicsoftheIo-relatedauroralandradio

emlSSIons」

・八 木 耀 平(神 戸 大 学 大 学院 シス テ ム情 報 学研 究科 計 算 科 学 専攻 ・修 士論 文)

「適 合 格 子 細 分 化 プ ラズ マ 粒 子 シ ミュ レー シ ョン コー ドの 高効 率 並列 化 手 法 に 関す

る研 究 」

(計3件)

2-4学 会 賞

1.海 老原 祐 輔 、 地 球電 磁 気 ・地球 惑 星 圏 学 会 田中舘 賞

3.共 同 利 用 状 況

3-1共 同利 用 課題 採 択 件 数及 び共 同利 用者 数

年度161718192021222324

採択

課題数434437353227232527(0)

共同利516144

用者数1147692898568学 内19学 内20学 内17

**学 外32学 外41学 外27

*O内 数字は国際共同利用課題数

**研 究代表者および研究協力者の延べ人数
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3-2利 用 実 績(平 成24年5月 ～ 平 成25年2月 上 旬)
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図2:主 システム(シ ステムA)の 月別利用状況

4.専 門委 員会の構 成及 び開催状 況(平 成24年 度)

4-1専 門委員会の構成

石岡圭一(京 大 理学研究科)、 鵜飼正行(愛 媛大)、 臼井英 之(神 戸大)、 梅 田隆行(名 大STE

研)、 小野高幸(東 北大)、藥東 生(筑 波大学)、佐藤亨(京 大 情報学研 究科)、篠原育(JAXA)、

町 田忍(京 大 理学研究科)、松清秀一(九 州大)、村 田健史(情 報通信研 究機構)、人木谷聡(金

沢大)、海 老原祐輔(京 大生存研)、大村善治(委 員長、京大生存研)、小嶋浩嗣(京 大生存研)、

田中文男(京 大生存研)、 橋 口浩之(京 大生存研)、 山本衛(京 大生存研)

4-2専 門委員会の開催状況

日時:平 成25年3,月7日(木)13時00分 ～15時00分

場所:京 都大学生存圏研究所 中会議室(S243)

主な議題:平 成25年 度電波科学計算機実験装置利用 申請課題の審査

内規改定の審議等

5.特 記事項

口 電波科学計算機実験装置 の ウェブペ ージ

http://www.rish.kyoto-u.ac.jp/kdk/

口KDKシ ンポ ジウム開催(第222回 生存圏シンポジ ウム)

日時:平 成25年3月7,8日

場所:京 都大学生存圏研究所 木質ホール

ー85一


